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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第７期
第３四半期
連結累計期間

第６期

会計期間
自2021年４月１日
至2021年12月31日

自2020年４月１日
至2021年３月31日

売上高 （千円） 3,287,530 2,612,944

経常損失（△） （千円） △352,287 △451,345

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純損失（△）
（千円） △395,500 △592,688

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △414,073 △589,173

純資産額 （千円） 6,392,419 2,383,294

総資産額 （千円） 7,583,141 3,686,180

１株当たり四半期（当期）純損失

（△）
（円） △5.22 △8.04

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － －

自己資本比率 （％） 83.4 64.6

 

回次
第７期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自2021年10月１日
至2021年12月31日

１株当たり四半期純損失（△） （円） △0.10

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半

期（当期）純損失であるため、記載しておりません。

３．当社は、第６期第３四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、第６期第３

四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等の推移については記載しておりません。

４．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を第１四半期連結会計期間の期

首から適用しており、当第３四半期連結累計期間及び当第３四半期連結会計期間に係る主要な経営指標等に

ついては、当該会計基準等を適用した後の指標等となっております。

５．当社は、2021年８月12日開催の取締役会決議により、2021年８月28日付で普通株式１株につき100株の割合

で株式分割を行っているため、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半

期（当期）純損失を算定しております。
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２【事業の内容】

　当社グループは、当社（株式会社エクサウィザーズ）及び子会社５社により構成されており、具体的には、（１）

個別企業を顧客とし、そのデジタル・AI化を推進し産業・社会革新を図るAIプラットフォーム事業と、（２）広範な

顧客向けに、最小限の追加調整で即座に業務で活用可能なAIソフトウェアを提供するAIプロダクト事業を展開してお

ります。

　当第３四半期連結累計期間における各セグメントに関わる主な事業内容の変更と主要な関係会社の異動は、次のと

おりであります。

＜AIプラットフォーム事業＞

　2021年４月23日付でエクスウェア株式会社の全株式を取得し完全子会社化したため、第１四半期連結会計期間より

連結の範囲に含めております。

＜AIプロダクト事業＞

　2021年５月17日付で株式会社VisionWiz（100%出資）を、2021年５月31日付で株式会社エクサホームケア（51%出

資）を、それぞれ設立したため、第１四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。

　2021年９月20日付で青島愛克薩老齢服務科技有限公司の持分を全て譲渡したため、第２四半期連結会計期間より連

結の範囲から除外しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、有価証券届出書に記載した事業等の

リスクについての重要な変更はありません。

 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。なお、当社は、

前第３四半期連結累計期間については四半期連結財務諸表を作成していないため、前年同四半期連結累計期間との比

較分析は行っておりません。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

当社グループは、「AIを用いた社会課題解決を通じて、幸せな社会を実現する」とのミッションの下、AIプラッ

トフォーム事業においては、顧客課題解決を通じて、様々な業界の産業・社会課題を発見し、その革新を実現し続

けることをめざして事業を推進しています。またAIプロダクト事業においては、広範な顧客向けに、最小限の追加

調整で即座に業務で活用可能なAIソフトウエアを提供し、社会課題を解決することをめざして事業を推進していま

す。

 

当社グループが事業を展開するデジタル・トランスフォーメーション（DX）及びAI活用に係る領域では、DXの推

進にむけての企業投資意欲が高まっており、AIプラットフォーム事業、AIプロダクト事業の双方で顧客企業から旺

盛な新規受注が期待できる良好な事業環境が継続しています。

 

（経営成績）

 

売上高

　当第３四半期連結累計期間における売上高は3,287,530千円となりました。AIを用いたDX支援やAIプロジェク

トによるイノベーション創出案件を多数の大手企業と取り組んだことにより、長期継続顧客（注１）を中心に顧

客単価が向上しました。また、子会社化したエクスウェア株式会社（以下、エクスウェア）の売上高を2021年５

月より取り込んでいます。

 

売上原価、売上総利益

　当第３四半期連結累計期間における売上原価は1,251,334千円となりました。主な要素は人件費等であり、ま

たエクスウェアの子会社化により同社の人件費を取り込んでいます。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上総利益は2,036,195千円、売上総利益率は61.9％となりまし

た。

 

販売費及び一般管理費、営業損益

　当第３四半期連結累計期間の販売費及び一般管理費は2,393,452千円となりました。主な要素は人件費等、業

務委託費、研究開発費となります。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の営業損失は357,256千円となりました。

 

営業外損益、経常損益

　当第３四半期連結累計期間の営業外収益は59,798千円となりました。主な要素は助成金収入となります。ま

た、営業外費用は54,830千円となりました。主な要素は上場関連費用となります。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の経常損失は352,287千円となりました。

 

特別損益、親会社株主に帰属する四半期純損益

　当第３四半期連結累計期間の税金等調整前四半期純損失は398,115千円となりました。特別損益の主な要素は

中国子会社の株式持分を譲渡し業務終了することに伴う関連費用として計上した、関係会社整理損39,436千円等

となります。

　また、当第３四半期連結累計期間の親会社株主に帰属する四半期純損失は、法人税等の合計として11,896千円

計上したことにより、395,500千円となりました。

 

（注）

１.AIプラットフォーム事業において、当社が4四半期以上連続で契約している顧客（exaBase コミュニティに

　 よる収益等を除く）
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（セグメント業績）

 

AIプラットフォーム事業

　当第３四半期連結累計期間においては、機械学習・深層学習及び統計学などを用いた画像・データ解析技術等

を活用したAIプロジェクトによるイノベーション創出を多数の大手企業と取り組みました。AIを用いたDX支援に

関する企業の強いニーズも後押しとなり、長期継続顧客を中心に顧客単価が向上しました。

　この結果、売上高は2,863,780千円、売上総利益は1,892,351千円、売上総利益率は66.1％、営業利益は

401,494千円、売上高に占める長期継続顧客売上の比率は69.2％となりました。

 

AIプロダクト事業

　当第３四半期連結累計期間においては、既存プロダクトの販売拡大に加え、AIプラットフォーム事業によって

得られた知見をもとに、新たなサービス開発にも取り組んでまいりました。

　DX AIプロダクト群では、企業のDX人材の発掘・育成のための「exaBase DXアセスメント＆ラーニング」、

データ活用・分析のための「exaBase 予測・分析」を中心に導入企業数が増加しました。

　ソーシャルAIプロダクト群では、「CareWiz トルト」「CareWiz ハナスト」が、それぞれのパートナー企業と

の協業により、販売拡大が進みました。

　一方で、組織拡大に伴う人員増加、プロダクトの開発に係る先行投資に伴い人件費等が増加しました。

　この結果、売上高は423,749千円、売上総利益は143,844千円、売上総利益率は33.9％、営業損失は758,751千

円となりました。

 

 

（財政状態）

 

資産

　当第３四半期連結会計期間末における資産合計は7,583,141千円となり、前連結会計年度末に比べ3,896,960千

円増加いたしました。これは主に、東京証券取引所マザーズ市場への上場に伴う公募増資等により現金及び預金

の増加3,196,238千円、エクスウェアの新規連結に伴いのれんの増加225,210千円及び事業規模の拡大に伴う売掛

金の増加199,599千円によるものであります。

 

負債

　当第３四半期連結会計期間末における負債合計は1,190,722千円となり、前連結会計年度末に比べ112,164千円

減少いたしました。これは主に、エクスウェアの新規連結ならびに事業規模拡大に伴う未払費用の増加94,808千

円、未払金の増加65,317千円その他流動負債の増加55,295千円及び退職給付に係る負債の増加47,781千円等が

あった一方で、短期借入金の返済による減少500,000千円があったことによるものであります。

 

純資産

　当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は6,392,419千円となり、前連結会計年度末に比べ4,009,125

千円増加いたしました。これは主に、東京証券取引所マザーズ市場への上場に伴う公募増資等により資本金及び

資本剰余金がそれぞれ2,170,899千円増加したことによるものであります。

　この結果、自己資本比率は前連結会計年度末の64.6％から83.4％となりました。
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(2）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　有価証券届出書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析」中の会計

上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

 

(3）経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

 

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。

 

 

(5）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費の金額は241,170千円です。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

 

(6）経営成績に重要な影響を与える要因

　経営成績及び財政状態の分析については、前述の「（１）財政状態及び経営成績の状況」に記載のとおりであり

ます。

 

 

(7）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社グループの運転資金需要のうち主なものは、当社サービスを新規開発、拡大していくための開発人員の人件

費及び顧客獲得のための広告宣伝費であります。これらの資金需要に対しては、自己資金、金融機関からの借入、

社債及びエクイティファイナンス等で調達していくことを基本方針としております。

 

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 301,232,000

計 301,232,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2021年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2022年２月14日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 79,853,400 79,868,400
東京証券取引所

（マザーズ）

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

ります。

単元株式数は100株

であります。

計 79,853,400 79,868,400 － －

　　（注）１．当社株式は、2021年12月23日に東京証券取引所マザーズ市場に上場いたしました。

　　　　　２．2021年12月22日を払込期日とする公募（ブックビルディング方式による募集）による新株式の発行によ

り、発行済株式総数が4,000,000株増加しております。

　　　　　３．2022年１月１日から2022年１月31日までの間に、新株予約権の行使により発行済株式総数が15,000株増

　　　　　　　加しております。

　　　　　４．「提出日現在発行数」欄には、2022年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使によ

　　　　　　　り発行された株式数は含まれておりません。

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。
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（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2021年12月22日

 （注）１
4,000,000 79,308,000 2,164,900 2,264,900 2,164,900 4,647,869

2021年10月１日～

2021年12月31日

 （注）２

545,400 79,853,400 5,999 2,270,899 5,999 4,653,868

（注）１．有償一般募集（ブックビルディング方式による募集）

　　　発行価格　　　　　 1,150円

　　　引受価額　　　　 1,082.45円

　　　資本組入額　　　　541.225円

　　　払込金総額　　　4,329,800千円

　２．新株予約権の行使による増加であります。

　３．2022年１月１日から2022年１月31日までの間に、新株予約権の行使により、発行済株式総数が15,000株、資本

金及び資本準備金がそれぞれ750千円増加しております。

 

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

 

（６）【議決権の状況】

　　　　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

　　　　載することができないことから、直前の基準日（2021年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

　　　　す。

①【発行済株式】

    2021年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）  － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 75,308,000 753,080

完全議決権株式であり、権
利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式
であります。１単元の株式
数は、100株であります。

単元未満株式  － － －

発行済株式総数  75,308,000 － －

総株主の議決権  － 753,080 －

(注)2021年12月22日を払込期日とする公募（ブックビルディング方式による募集）により、発行済株式総数が4,000,000

　　株増加しておりますが、上記株式数及び議決権の数はこれらの株式発行前の数値を記載しております。

 

 

②【自己株式等】

該当事項はありません。
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２【役員の状況】

　前事業年度に係る定時株主総会終了後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

（1）新任役員

役職名 氏名 生年月日 略歴 任期
所有株式数

（千株）

就任

年月日

取締役 宗像 直子 1962年２月12日生

1984年４月　通商産業省（現・経済産業省）

入省

2013年６月　同省大臣官房審議官（通商政策

局担当）　兼　内閣官房内閣

審議官

2014年７月　同省貿易経済協力局長

2015年７月　内閣総理大臣秘書官

2017年７月　特許庁長官

2019年11月　株式会社第一生命経済研究所　

顧問

2020年６月　株式会社村田製作所　取締役監

査等委員（現任）

2021年４月　東京大学公共政策大学院　教授

（現任）

2021年９月　当社　社外取締役（現任）

（注） －
2021年

９月30日

　（注）2021年９月30日の就任日から、2023年３月期に係る定時株主総会終結の時までであります。

 

（2）退任役員

役職名 氏名 退任年月日

取締役 桑原優樹 2021年８月27日

 

（3）異動後の役員の男女別人数及び女性の比率

　　 男性9名、女性1名（役員のうち女性の比率10％）
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

　なお、当四半期報告書は、第３四半期に係る最初に提出する四半期報告書であるため、前年同四半期との対比は

行っておりません。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2021年10月１日から2021

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
（2021年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2021年12月31日）

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,337,698 5,533,937

売掛金 603,525 803,125

その他 140,579 93,315

流動資産合計 3,081,804 6,430,378

固定資産   

有形固定資産 71,194 136,303

無形固定資産   

のれん － 225,210

ソフトウエア 392,050 540,688

その他 － 151

無形固定資産合計 392,050 766,050

投資その他の資産 141,131 250,408

固定資産合計 604,376 1,152,763

資産合計 3,686,180 7,583,141

負債の部   

流動負債   

短期借入金 500,000 －

１年内償還予定の社債 － 6,000

１年内返済予定の長期借入金 15,000 32,086

未払金 185,279 250,597

未払費用 177,896 272,704

未払法人税等 6,187 49,406

その他 114,317 169,613

流動負債合計 998,681 780,408

固定負債   

社債 － 3,000

長期借入金 300,000 316,216

退職給付に係る負債 － 47,781

資産除去債務 － 39,681

その他 4,204 3,635

固定負債合計 304,204 410,313

負債合計 1,302,886 1,190,722
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
（2021年３月31日）

当第３四半期連結会計期間
（2021年12月31日）

純資産の部   

株主資本   

資本金 100,000 2,270,899

資本剰余金 2,885,349 5,056,248

利益剰余金 △606,716 △1,002,216

株主資本合計 2,378,633 6,324,931

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 4,061 －

その他の包括利益累計額合計 4,061 －

新株予約権 599 3,791

非支配株主持分 － 63,696

純資産合計 2,383,294 6,392,419

負債純資産合計 3,686,180 7,583,141
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
当第３四半期連結累計期間
（自2021年４月１日
至2021年12月31日）

売上高 3,287,530

売上原価 1,251,334

売上総利益 2,036,195

販売費及び一般管理費 2,393,452

営業損失（△） △357,256

営業外収益  

受取利息及び配当金 28

助成金収入 58,564

その他 1,205

営業外収益合計 59,798

営業外費用  

支払利息 5,095

為替差損 3,995

上場関連費用 45,347

その他 392

営業外費用合計 54,830

経常損失（△） △352,287

特別損失  

固定資産除却損 2,659

減損損失 3,731

関係会社整理損 39,436

特別損失合計 45,827

税金等調整前四半期純損失（△） △398,115

法人税、住民税及び事業税 9,956

法人税等調整額 1,940

法人税等合計 11,896

四半期純損失（△） △410,011

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △14,511

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △395,500
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

 （単位：千円）

 
当第３四半期連結累計期間
（自2021年４月１日
至2021年12月31日）

四半期純損失（△） △410,011

その他の包括利益  

為替換算調整勘定 △4,061

その他の包括利益合計 △4,061

四半期包括利益 △414,073

（内訳）  

親会社株主に係る四半期包括利益 △399,562

非支配株主に係る四半期包括利益 △14,511
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

(1）連結の範囲の重要な変更

　第１四半期連結会計期間において、エクスウェア株式会社の株式を取得したこと、株式会社VisionWiz及び

株式会社エクサホームケアを新たに設立したことから、連結の範囲に含めております。

　第２四半期連結会計期間において、青島愛克薩老齢服務科技有限公司の持分譲渡に伴い、連結の範囲から除

外しました。

 

 

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2018年３月30日公表分。以下「収益認識会計基準」とい

う。）及び「収益認識に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針 第30号　2018年３月30日公表分）

を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することといたしました。

　これにより、当社グループは、請負契約等について、契約で定めた検収等が完了した時点で収益を認識しており

ましたが、一定の期間にわたり充足される履行義務は、履行義務の充足に係る進捗率を見積り、当該進捗度に基づ

き収益を一定の期間にわたり認識しております。なお、履行義務の充足に係る進捗度の見積りの方法は、見積総工

数に対する発生工数の割合（インプット法）により算出しております。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従ってお

り、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期連

結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。ただし、収益認

識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに従ってほと

んどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針の遡及適用しておりません。また、収益認識会計基準第

86項また書き（1）に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契約変更につい

て、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を第１四半期連結会

計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の利益剰余金に与える影響はありません。また、当第３四半期連結

累計期間の損益に与える重要な影響はありません。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自2021年４月１日
至2021年12月31日）

減価償却費 169,875千円

のれんの償却額 34,647

 

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結累計期間（自2021年４月１日　至2021年12月31日）

１．配当金支払額

　　該当事項はありません。

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　　該当事項はありません。

 

３．株主資本の金額の著しい変動

　　当社は、2021年12月23日に東京証券取引所マザーズ市場に上場いたしました。上場にあたり、2021年12月22

日を払込期日とする公募（ブックビルディング方式による募集）による新株式の発行4,000,000株により、資

本金及び資本準備金がそれぞれ2,164,900千円増加しております。

　　また、当第３四半期連結累計期間における新株予約権の行使による新株の発行を含めて、当第３四半期連結

会計期間末において、資本金が2,270,899千円、資本剰余金が5,056,248千円となっております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第３四半期連結累計期間（自2021年４月１日　至2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

   （単位：千円）

 
AIプラット
フォーム

AIプロダクト 計

売上高    

顧客との契約から生じる収益 2,863,780 423,749 3,287,530

外部顧客への売上高 2,863,780 423,749 3,287,530

セグメント間の内部売上高

又は振替高
- - -

計 2,863,780 423,749 3,287,530

セグメント利益又は損失（△） 401,494 △758,751 △357,256

（注）セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

AIプラットフォームセグメントにおいて、第１四半期連結会計期間に、エクスウェア株式会社の株式を取

得し、連結の範囲に含めたことにより、のれんが発生しております。当該事象によるのれんの増加額は、

当第３四半期連結累計期間において225,210千円であります。

 

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。

 

 

（収益認識関係）

　　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失（△）及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自2021年４月１日
至2021年12月31日）

１株当たり四半期純損失（△） △5円22銭

（算定上の基礎）  

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）

（千円）
△395,500

普通株主に帰属しない金額（千円） ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純損失（△）（千円）
△395,500

普通株式の期中平均株式数（株） 75,813,044

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったもの

の概要

―

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純

　　　　　損失であるため、記載しておりません。

　　　２．当社は、2021年８月28日付で普通株式１株につき100株の割合で株式分割を行っております。期首に当該

　　　　　株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純損失を算定しております。

 

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2022年２月14日

株式会社エクサウィザーズ

取締役会　御中

 

EY新日本有限責任監査法人

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 高田　慎司

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 金野　広義

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エクサ

ウィザーズの2021年４月１日から2022年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2021年10月１日から

2021年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エクサウィザーズ及び連結子会社の2021年12月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての

重要な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。
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　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー手

続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される

年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどう

か結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四

半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適

切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の

結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業と

して存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基

準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸

表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせ

る事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人

の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　　上

 
  
（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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